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令和5年度  宮崎県産業安全衛生大会

多数のご参加を
　　お願い申し上げます。

宮崎市佐土原総合文化センター
第２回理事会及び合同専門部会を開催
労働保険の手続きはおすみですか？
全国産業安全衛生大会 in 名古屋で坂本講師に緑十字賞
労災防止へ意識新た 都城・日南で安全衛生推進大会を開催
１１月は過労死等防止啓発月間です
ハラスメント防止対策説明会開催のお知らせ

「化学物質管理者研修」追加開催決定！ほか
講習のご案内

 11月 15日（水）
（13：30 ～ 15：30）
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橋口 光雄発行人

全員で目をかけ声かけ意識して　目指そう安全・健康職場

目  次  CONTENTS

延岡市 夕暮れの鮎やな 水郷延岡の秋の風物詩「鮎やな」。一級河川：五ヶ瀬川水系の鮎やな漁は、産卵のために川を下る
鮎の習性を利用した 300 年以上の伝統を誇る漁法で ▶杉の丸太で組み上げた「うま」を川幅ほぼいっぱいに並べ ⇒ 竹で組
んだ「立て簀

す
」を「うま」の前面に立てて川の流れを堰き止め ⇒ 一部に設けた流れ口に鮎を誘い込み ⇒「落て簀」と呼ばれる簀の子に

落として捕る◀大掛りな仕掛けです。市街地に架設される鮎やなは全国的にも珍しく、大瀬川の川幅：約140m地点での架設（約
100m）は国内最大級の規模を誇るそう。今年の架設期間は 10月20日から12月3日まで。期間中は「落て簀」見学用の桟橋が架
けられ、日没からライトアップされます。古

いにしえ
の記

き き
紀＊にも逸話を残す年

あ ゆ
魚。川のせせらぎをBGMに、野趣あふれる香

あ ゆ
魚料理を堪能しに

出かけませんか？

全
社
員
で
共
有
!!

情
報
は
、

企
業
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
!!

　

当
会
報
10
月
号
に
昨
年
３
年
振
り
に
開
催
さ
れ

た
神
武
さ
ま
の「
ミ
ス
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
馬
」の
写
真
が

掲
載
さ
れ
て
い
た
。

　

私
の
役
員
仲
間
に
馬
好
き
の
H
原
さ
ん
と
い
う

人
が
い
る
。彼
は
鈴
や
鉦か
ね
で
華
や
か
に
飾
り
付
け
ら

れ
た
馬
が
、軽
快
な
ス
テ
ッ
プ
で「
ジ
ャ
ン
カ
ン
」と
踊

る
地
元
の「
ジ
ャ
ン
カ
ン
馬
踊
り
＊
保
存
会
」に
所
属

し
、そ
の
主
役
で
あ
る
約
１
ト
ン
の
雌
の
馬「
栗
姫
」

の
世
話
を
長
年
し
て
い
る
。彼
に
栗
姫
の
話
を
聞
く

と
眼
を
細
く
し
て
色
々
教
え
て
く
れ
る
。私
た
ち
が

住
ん
で
い
る
地
区
で
６
年
振
り
に「
盆
祭
り
」を
開

催
す
る
こ
と
と
な
り
、彼
も
含
め
て
実
行
委
員
会
を

立
ち
上
げ
た
。彼
は
家
業
の
牛
の
世
話
や
農
業
は

奥
さ
ん
に
任
せ
っ
き
り
で（
日
頃
も
そ
う
み
た
い
）、

実
行
委
員
会
メ
ン
バ
ー
数
名
で
集
ま
っ
て
は
盆
祭
り

の
こ
と
を
話
し
合
っ
た
。

　

私
が
盆
に
孫
が
返
っ
て
き
た
と
話
し
た
ら
、栗
姫

を
見
せ
に
連
れ
て
来
い
と
言
わ
れ
、連
れ
て
行
っ
た

ら
孫
５
人
は
触
っ
た
り
し
て
大
喜
び
だ
っ
た
。彼
は

鈴
や
鉦
で
華
や
か
に
飾
り
付
け
た「
ジ
ャ
ン
カ
ン
馬
」

栗
姫
を
た
く
さ
ん
の
子
供
た
ち
に
見
せ
た
く
て
、私

に
翌
々
日
開
催
の
盆
祭
り
で「
ジ
ャ
ン
カ
ン
馬
と
の

ふ
れ
あ
い
」コ
ー
ナ
ー
作
ろ
う
と
提
案
し
た
。当
日
、

浴
衣
で
着
飾
っ
た
孫
や
娘
た
ち
は
飾
り
付
け
た
栗

姫
と
写
真
に
納
ま
り
大
変
ご
満
悦
だ
っ
た
。

　

さ
～
て
、先
月
の
神
武
さ
ま
に
も
馬
の
手
綱
引
き

指
導
で
参
加
し
た
彼
が
、最
近
、栗
姫
の
足
の
状
態

が
悪
く
県
外
の
獣
医
に
診
て
も
ら
っ
た
と
心
配
そ

う
に
話
し
た
。今

月
は「
ふ
る
さ
と
ま

つ
り
」で
出
番
が
あ

る
の
で
、
元
気
な

勇
姿
で「
ジ
ャ
ン
カ

ン
」と
踊
る
栗
姫

を
町
内
外
の
方
々

に
見
て
ほ
し
い
も

の
だ
。ヒ
ヒ
ヒ
ー
ン
。

（
右
ヨ
シ
、左
ヨ
シ
）

＊奈良時代に編纂された『古事記』と『日本書紀』との総称

＊五穀豊穣を願い地母神さん（地の神様）に春の訪れを知らせるため、軽快な太鼓や鉦、三味線のお囃子に合わせて唄い手と華やかな飾りを付けた馬
・ ・ ・ ・

が踊る100年以上の
　歴史のある郷土芸能。大切な栗姫と共に、郷土芸能伝承にご尽力されている「中

なかよね

米ジャンカン馬踊り保存会」関係者の皆さまに感謝！



　

10
月
17
日
、ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ル
シ
テ
ィ
ー
宮
崎
に
お

い
て
理
事
17
人
、監
事
2
人
に
出
席
い
た
だ
き
、

令
和
5
年
度
第
2
回
理
事
会
及
び
合
同
専
門
部

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

理
事
会
の
今
回
の
議
題
は
、５
月
16
日
か
ら
９

月
15
日
ま
で
の
新
規
入
会
会
員
承
認
の
件
１
件

で
、異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。会
員
の
状
況

で
す
が
、８
件
の
新
規
加
入
に
対
し
て
、事
業
廃
止

や
メ
リ
ッ
ト
希
薄
な
ど
の
理
由
で
退
会
さ
れ
た
会

社
が
26
件
あ
り
ま
し
た
。審
議
事
項
の
他
に
は
報

告
事
項
と
し
て
、代
表
理
事
及
び
業
務
執
行
理
事

の
職
務
執
行
状
況
お
よ
び
令
和
５
年
度
上
半
期

の
講
習
会
受
講
者
数
等
に
つ
い
て
な
ど
４
件
の
報

告
を
し
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
上
半
期
の
講
習
会
受
講
者
数
の

状
況
は
、全
体
と
し
て
前
年
度
を
大
き
く
上
回
っ

て
お
り
順
調
に
実
施
で
き
て
い
ま
す
が
、高
校
生

中
心
に
実
施
し
て
き
た
ガ
ス
溶
接
技
能
講
習
の

受
講
者
数
が
こ
こ
数
年
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
の

が
当
面
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
事
、ま
た
、９
月
27

日
か
ら
名
古
屋
市
に
於
い
て「
令
和
5
年
度
全
国

産
業
安
全
衛
生
大
会
」が
開
催
さ
れ
宮
崎
か
ら
30

名
も
の
参
加
が
あ
っ
た
事
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、11
月
15
日
に
宮
崎
市
佐
土
原
文
化

セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
開
催
予
定
の「
令
和
５
年
度

宮
崎
県
産
業
安
全
衛
生
大
会
」へ
の
積
極
的
な
参

加
を
お
願
い
し
、閉
会
し
ま
し
た
。

　

理
事
会
に
引
き
続
き
、「
令
和
５
年
度
総
務
・

労
務
管
理
・
安
全
衛
生
合
同
専
門
部
会
」を
４

年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
し
た
。今
回
の
専
門
部
会
で

は
、人
材
不
足
が
景
気
回
復
の
足
か
せ
と
な
っ
て

い
る
状
況
に
鑑
み
、宮
崎
労
働
局
職
業
安
定
部
長

の
伊
藤
昌
史
様
よ
り『
宮
崎
県
の
人
材
獲
得
を

統
計
か
ら
考
え
る
』と
題
し
て
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

講
演
の
概
略
は
、以
下
の
と
お
り
で
す
。▶

日
本

の
人
口
は
２
０
６
５
年
に
は
９
０
０
０
万
人
を

割
り
込
む
。▶

65
歳
以
上
の
高
齢
化
率
は
38
％
台

と
な
る
。▶

労
働
力
の
確
保
に
は「
働
き
方
改
革
」

に
よ
る
女
性
の
活
躍
促
進
と
高
齢
者（
65
歳
以

上
）の
活
躍
促
進
が
重
要
で
あ
る
。▶

宮
崎
県
内

の
高
卒
者
、大
卒
者
の
県
内
企
業
に
お
け
る
内
定

率
は
65
．2
％
で
、全
国
の
都
道
府
県
の
平
均
が

80
％
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
か
な
り
低
い
。▶

県
外
の
就
職
先
を
見
る
と
福
岡
、東
京
、愛
知
、

大
阪
、神
奈
川
の
上
位
５
位
ま
で
で
７
割
以
上
を

占
め
て
い
る
。▶

新
卒
者
が
求
職
の
条
件
と
し
て

い
る
ポ
イ
ン
ト
は
、賃
金
、週
休
２
日
制
、残
業
時

間
等
で
あ
る
が
、宮
崎
県
は
東
京
と
比
べ
賃
金
で

３
万
５
０
０
０
円
程
度
、週
休
２
日
制
度
の
普
及

率
で
20
％
程
度
低
い
。こ
の
差
を
埋
め
る
こ
と
は

か
な
り
難
し
い
と
思
う
が
、そ
の
差
を
縮
め
て
い

か
な
い
と
若
者
の
人
口
流
出
を
止
め
る
こ
と
は
容

易
で
は
な
い
と
思
う
。

　

最
後
に
、企
業
の
皆
さ
ん
の
奮
闘
を
お
願
い
さ

れ
、講
演
を
終
え
ら
れ
ま
し
た
。

（
専
務
理
事　

塚
本
）

　労働保険とは、労災保険と雇用保険を総称した言葉です。
　労災保険は、労働者が業務上または通勤途中で負傷したり、病
気に見舞われたり、あるいは不幸にも死亡された場合に、被災労
働者や遺族を保護するため必要な保険給付等を行うものです。
　雇用保険は、労働者が失業した場合、失業給付を支給して生活
の安定を図るとともに、再就職を促進するため必要な給付等を行う
ものです。
　労働保険は政府が管理、運営している強制的な保険であり、労
働者を１人でも雇っていれば、原則として適用事業となり、事業主
は労働保険に加入しなければなりません。パートタイム労働者に
ついても、一定の要件を満たせば雇用保険の被保険者となります。
　厚生労働省では、11月を「労働保険未手続事業一掃強化期間」
とし、保険関係成立手続を促す広報活動や加入手続指導に集中的
に取り組んでいます。
　加入手続は、最寄りの労働基準監督署、またはハローワーク（公
共職業安定所）へご相談ください。
　加入手続等の事務処理が煩わしいとお考えの事業主の方は、
厚生労働大臣の認可を受けた中小事業主等の団体である労働
保険事務組合や社会保険労務士に事務処理を委託できる制度も
ありますので、ご利用ください。

事業主のみなさまへ
労働保険の成立手続はおすみですか

  宮崎労働局  労働保険徴収室 
TEL. 0985-38-8822
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令和5年度 第2回理事会
（ニューウェルシティ宮崎）

令
和
令
和
55
年
度
年
度  

　　
第第
22
回回  

理
事
会

理
事
会
及
び
及
び
合
同
専
門
部
会
を
開
催

合
同
専
門
部
会
を
開
催



　お蔭をもちまして、全国産業安全衛生大会には約 11,500 名の参加をいただき、盛会裡に終了することができました。多数のご参加をありがとうございました。
令和６年度の全国産業安全衛生大会は、令和6年11月13日（水）～15日（金）に広島市の県立総合体育館をメイン会場として開催されます。（中央労働災害防止協会）
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間
中
心
の
明
る
く
健
康
で
快
適
な

い
き
い
き
と
働
け
る
職
場
づ
く
り

を
目
指
す
活
動
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
中
央
労
働
災
害
防
止
協
会
が

１
９
７
３
年
に
提
唱
し
て
以
来
50

年
が
経
過
し
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。こ
れ
か
ら
の
ゼ
ロ
災
運
動

の
方
向
性
は「
人
間
尊
重
を
基
本

理
念
」
と
す
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
①
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ

の
健
康
づ
く
り
の
視
点
を
取
り
入

れ
る
こ
と
②
管
理
監
督
者
が
若
い

世
代
に
作
業
指
示
し
た
り
、若
い
世

代
か
ら
の「
報・
・
・
連
相
」
を
適
切
に
理

解
す
る
た
め
、必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

③
労
働
災
害
発
生
に
お
け
る
産
業

（
第
３
次
産
業
で
の
災
害
増
加
）、

就
業
構
造（
高
齢
者
、
女
性
労
働

者
の
災
害
増
加
）
等
の
変
化
に
対

応
し
た
ゼ
ロ
災
運
動
の
推
進
が
重

要
と
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

▼
２
点
目
は
、厚
生
労
働
省
労
働

基
準
局 
美
濃
安
全
衛
生
部
長
の

講
演
に
お
い
て
、
労
働
災
害
防
止

に
取
り
組
む
意
義
を
考
え
る
一
つ
の

デ
ー
タ
と
し
て
、
飽
く
ま
で
も
統

計
的
数
字
で
は
あ
り
ま
す
が「
労
働

災
害
の
度
数
率
が
高
い
ほ
ど
、
離

職
率
が
高
い
傾
向
に
あ
る
」
と
解

説
さ
れ
ま
し
た
。「
第
14
次
労
働
災

害
防
止
推
進
計
画
」
の
推
進
に
当

た
っ
て
は
、
安
全
か
つ
安
心
し
て
働

く
こ
と
が
出
来
る
職
場
作
り
は「
コ

ス
ト
」で
は
な
く「
人
的
投
資
」で

あ
る
こ
と
を
企
業
経
営
者
に
周
知

し
、
国
と
し
て
働
く
人
の
安
全
衛

　
９
月
27
日
か
ら
９
月
29
日
ま
で
、

愛
知
県
名
古
屋
市
に
お
い
て
第

82
回
全
国
産
業
安
全
衛
生
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
初
日

に
総
合
集
会
が
開
催
さ
れ
、大
森

石
油
音
楽
部
「
オ
ー
モ
リ
ウ
イ
ン
ド

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」の
軽
快
な
演
奏

で
幕
を
開
け
、開
会
式
で
は
厚
生

労
働
大
臣
、
室
伏
ス
ポ
ー
ツ
庁

長
官
、
愛
知
県
知
事
、
名
古
屋

市
長
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。
な
か
で
も
、
河
村
市
長
の

あ
い
さ
つ
で
は
「
み
ゃ
ー
、
み
ゃ
ー
」

ば
か
り
が
耳
に
残
り
、話
の
中
身
は

よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
名

古
屋
港
の
貿
易
収
支
が
年
間
７
兆

円
の
黒
字
で
あ
る
と
の
話
に
は
驚
か

全国産業安全衛生大会総合集会会場
（画像提供  中央労働災害防止協会）

坂本講師  帰路、姫路城にて

坂本講師（左）と当協会塚本専務理事

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
に
続
き
、永
年
産
業
安

全
衛
生
に
多
大
な
功
績
の
あ
っ
た

方
々
へ
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
表
彰
式
で
は
当
協
会
か
ら
推

薦
し
ま
し
た
坂
本 

徹 

講
師
が
令

和
5
年
度
緑
十
字
賞
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

坂
本
講
師
は
、
平
成
16
年
か
ら

約
20
年
間
に
亘
り
玉
掛
け
技
能
講

習
、
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転

技
能
講
習
、
床
上
操
作
式
ク
レ
ー

ン
運
転
技
能
講
習
の
学
科
講
習
及

び
実
技
講
習
を
担
当
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
坂
本
講
師
に
は
、
今

後
も
講
師
と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
と
共
に
、
緑
十
字
賞
の
受
賞
、

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
全
国
産
業
安
全
衛
生
大

会
で
、
皆
様
に
ご
紹
介
し
た
い
情

報
が
３
点
あ
り
ま
し
た
。

▼
１
点
目
は
、
ゼ
ロ
災
運
動
50
周

年
記
念
講
演
に
お
い
て
、
こ
の
運

動
の
原
点
を「
人
間
尊
重
を
基
本

理
念
」
と
し
働
く
一
人
ひ
と
り
を

カ
ケ
ガ
エ
ノ
ナ
イ
存
在
と
と
ら
え
、

職
場
の
危
険
や
問
題
点
を
全
員
参

加
で
把
握
し
、
解
決
し
、
安
全
衛
生

を
先
取
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人

生
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
む
事

業
者
が
社
会
的
に
評
価
さ
れ
る
仕

組
み
の
整
備
や
、
中
小
事
業
者
へ
の

支
援
等
を
進
め
て
い
く
と
強
調
さ

れ
ま
し
た
。

▼
３
点
目
は
、室
伏
広
治
ス
ポ
ー

ツ
庁
長
官
の
特
別
講
演
を
紹
介
し

ま
す
。
室
伏
長
官
は
、２
０
０
０
年

シ
ド
ニ
ー
か
ら
４
大
会
連
続
で
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
ハ
ン
マ
ー
投
げ
選
手
と

し
て
出
場
し
、ア
テ
ネ
で
は
陸
上
・

投と
う
て
き擲
種
目
で
ア
ジ
ア
史
上
初
め
て

金
メ
ダ
ル
に
輝
き
ま
し
た
。ま
た
、

現
役
中
の
２
０
０
７
年
に
中
京
大

学
で
博
士
号
を
取
得
さ
れ
、
同
大

学
の
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
に
て
准
教

授
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在

は
、ス
ポ
ー
ツ
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

の
セ
ン
タ
ー
長
も
務
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
特
別
講
演
で
は「
ス
ポ
ー
ツ
で

未
来
を
創
る
～
ラ
イ
フ
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
の
向
上
の
た
め
に
ス
ポ
ー
ツ
が

果
た
す
役
割
～
」と
題
し
て
講
演

さ
れ
ま
し
た
。
興
味
深
か
っ
た
の
は

「
紙
風
船
」
を
使
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
の
話
で
し
た
。
通
常
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
で
は
、重
量
物
を
使
っ
て
筋
肉

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
ま
す
が
、こ
れ
に

は
強
い
負
荷
に
耐
え
ら
れ
る
筋
肉

を
必
要
と
し
ま
す
。
病
気
や
怪
我

な
ど
で
体
を
思
う
よ
う
に
動
か
せ

な
い
と
、
直
接
負
荷
を
か
け
る
筋
肉

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
困
難
と
な
り
、身

体
的
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
維
持
す
る

こ
と
が
困
難
に
な
り
ま
す
。一
方

で
、紙
風
船
を
膨
ら
ま
せ
、こ
れ
を

下
に
落
と
さ
な
い
で
潰
さ
な
い
よ
う

に
両
手
で
な
る
べ
く
強
く
抑
え
る

運
動
を
す
る
と
、重
量
物
を
使
っ
た

ウ
ェ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
同
じ
効

果
が
あ
る
こ
と
が
研
究
で
証
明
さ

れ
て
お
り
、こ
れ
を
応
用
す
れ
ば
障

が
い
の
あ
る
方
や
要
介
護
者
の
機

能
回
復
訓
練
な
ど
に
役
立
つ
と
思

わ
れ
る
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

（
専
務
理
事　

塚
本
）

坂
本 

徹
さ
ん（
講
師
）に
緑
十
字
賞
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現
場
の
写
真
を
示
し
た
災
害
事
例
と
そ
の

対
策
を
具
体
的
に
説
明
さ
れ
る
と
と
も
に
、

事
故
の
型
で
一
番
の
比
率
を
占
め
る
転
倒
災

害
の
防
止
対
策
、さ
ら
に
は
荷
役
作
業
や
化

学
物
質
関
係
の
規
則
改
正
な
ど
、最
新
の
情

報
も
含
め
て
幅
広
く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
別
講
演
は
、ヒ
ュ
ー
マ
ン
工
房
代
表
で

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
待
木
美
奈
子

先
生
が「
職
場
で
の
人
財・
と
し
て
の
自
分
の

役
割
と
は
」
と
題
し
て
講
演
。他
者
の
話
の

き
き
方
で
は
、こ
ち
ら
の
き
き
た
い
事
で
は
な

く
、話
し
手
が
言
い
た
い
事
、伝
え
た
い
事
を

受
け
止
め
る
。そ
し
て
、意
識
し
て
能
動
的
に

積
極
的
に
聴
く
事
が
大
事
で
あ
る
こ
と
。
ま

た
、指
導
の
必
要
性
で
は「
パ
ワ
ハ
ラ
」
と
「
指

導
」
と
の
違
い
を
、
目
的
・
態
度
・
タ
イ
ミ

ン
グ
・
感
情
・
結
果
等
の
項
目
に
分
け
て
具

体
的
に
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
結
果
に
お

い
て
は「
パ
ワ
ハ
ラ
」
は
部
下
が
委
縮
す
る
・

職
場
環
境
が
悪
化
す
る
・
退
職
者
が
多
く

な
る
と
、ま
た「
指
導
」は
部
下
が
責
任
を
も
っ

て
発
言
や
行
動
が
で
き
る
・
職
場
に
活
気
が

出
る
と
、小
学
校
で
教
鞭
を
と
ら
れ
て
い
た

だ
け
に
ソ
フ
ト
な
語
り
口
で
分
か
り
や
す
い

講
演
で
し
た
。

　

締
め
は
、霧
島
酒
造（
株
）労
働
安
全
推

進
室
の
的
場
勇
喜
氏
が「
安
全
と
健
康
の
確

保
は
す
べ
て
に
優
先
す
る
」と
大
会
宣
言
を

元
気
よ
く
読
み
上
げ
参
加
者
全
員
で
採
択

し
て
、大
会
を
終
え
ま
し
た
。

（
都
城
支
部 

事
務
局
長　

大
村
）

　

日
南
地
区
安
全
衛
生
推
進
大
会
は
、10
月

４
日
、日
南
市
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
で
支
部
主

催
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
中
断
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、４
年

ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、日
南
・
串
間
市
の
事

業
所
か
ら
84
人
が
参
加
し
、労
働
災
害
の
大

幅
な
減
少
と
働
き
や
す
い
労
働
環
境
の
形
成

を
目
指
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

都
城
・
小
林
地
区  

日
南
地
区
で
安
全
衛
生
推
進
大
会

都
城
支
部

日
南
支
部

労
働
災
害
防
止
へ
意
識
新
た

労
働
災
害
防
止
へ
意
識
新
た

　

残
暑
が
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
中
、都
城
・
小

林
地
区
労
働
災
害
防
止
団
体
連
絡
協
議
会

主
催
の
都
城
・
小
林
地
区
安
全
衛
生
推
進

大
会
は
９
月
28
日
、都
城
市
高
城
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
で
４
年
振
り
に
開
催
。
都
城
労
働

基
準
監
署
管
内
の
事
業
主
・
安
全
衛
生
担

当
者
等
１
８
０
人
が
参
加
し
、
特
別
講
演

等
を
通
じ
て
安
全
で
健
康
に
安
心
し
て
働
く

こ
と
が
で
き
る
職
場
づ
く
り
を
目
指
し
て
誓

い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
、主
催
者
を
代
表
し
て
江
夏
喜

一
郎
協
議
会
会
長（
宮
崎
労
働
基
準
協
会

都
城
支
部
長
）が「
県
内
の
令
和
４
年
の
労

働
災
害
に
よ
る
死
亡
者
数
は
平
成
20
年
以

降
で
最
も
多
く
、休
業
４
日
以
上
の
死
傷
者

数
は
、平
成
30
年
以
降
５
年
連
続
で
増
加
し

て
お
り
、
増
加
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な

い
状
況
で
あ
る
。」と
挨
拶
。

　

さ
ら
に
、来
賓
の
谷
宮
俊
実
都
城
労
働

都城・小林地区安全衛生推進大会
（江夏支部長挨拶）

84人が参加した日南地区安全衛生推進大会
（平林支部長挨拶）

180人が参加・全員で黙とう

日南労基署による講話

基
準
監
督
署
長
は
、全
国
の
労
働
災
害
に

つ
い
て「
死
亡
災
害
は
減
少
傾
向
に
あ
る

が
、勢
い
は
鈍
化
し
て
お
り
、休
業
４
日

以
上
の
災
害
は
こ
こ
10
年
程
増
減
を
繰

り
返
し
、昨
年
は
前
年
と
比
較
し
て
、コ
ロ

ナ
関
連
を
除
い
て
も
大
幅
に
増
加
し
た
。

ま
た
、増
加
要
因
と
し
て
は
、人
手
不
足
の

影
響
等
に
よ
る
高
齢
労
働
者
、外
国
人
労

働
者
、未
熟
練
労
働
者
の
増
加
や
、産
業

構
造
の
変
化
に
伴
う
過
重
労
働
、メ
ン
タ

ル
不
調
者
の
増
加
が
挙
げ
ら
れ
る
。」
と

説
明
。こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

本
年
度
か
ら「
宮
崎
労
働
局
第
14
次
労
働

災
害
防
止
推
進
計
画
」
を
策
定
し『
労
働

災
害
を
少
し
で
も
減
ら
し
、労
働
者
一
人

一
人
が
安
全
で
健
康
に
働
く
こ
と
が
で
き
る

職
場
環
境
の
実
現
』
を
目
指
そ
う
と
挨
拶

さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、都
城
労
働
基
準
監
署
の
三
浦
義

雄
安
全
衛
生
課
長
の
講
話
で
は
、管
内
の
労

働
災
害
発
生
状
況
を
踏
ま
え
、災
害
発
生

　

冒
頭
、主
催
者
を
代
表
し
て
平
林
哲
也

支
部
長（
王
子
製
紙（
株
） 日
南
工
場
長
）は
、

「
日
南
・
串
間
地
区
の
労
働
災
害
発
生
状
況

は
増
加
傾
向
に
あ
り
、こ
の
大
会
を
通
じ
て
皆

さ
ん
と
安
全
の
大
切
さ
を
共
有
し
て
、よ
り

安
全
で
衛
生
的
な
職
場
づ
く
り
に
と
も
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。」と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、来
賓
の
石
三
裕
昭
日
南
労
働
基

準
監
督
署
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、労
働
災

害
撲
滅
の
３
つ
の
柱
と
し
て
、①
ト
ッ
プ
の

決
意
と
表
明
、②
ラ
イ
ン
に
よ
る
安
全
衛
生

事
項
の
徹
底
、③
全
員
が
一
致
協
力
し
て
、

自
ら
の
問
題
と
し
て
実
践
活
動
に
参
加
、

す
る
こ
と
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、日
南
労
働
基
準
監
督
署
の
浅
久

野
真
司
監
督
・
安
衛
課
長
よ
り「
労
働
災
害

発
生
状
況
及
び
特
徴
的
な
労
働
災
害
事
例

に
つ
い
て
」
と
題
し
、講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

宮
崎
県
内
に
お
け
る
死
亡
災
害
は
、昨
年
は

18
件
で
こ
れ
は
九
州
で
は
福
岡
県
の
20
件
に

次
い
で
ワ
ー
ス
ト
２
位
で
あ
る
こ
と
、県
内

及
び
日
南
署
管
内
の
休
業
４
日
以
上
の
災

害
も
増
加
傾
向
で
あ
り
、事
故
の
型
と
し
て

は
、転
倒
、墜
落
・
転
落
、は
さ
ま
れ
・
巻
き

込
ま
れ
の
順
に
多
い
こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。さ
ら
に
、特
徴
的
な
労
働
災
害
の
事
例

と
し
て
、５
つ
の
死
亡
災
害
の
事
例
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
に
説
明
が
あ
り
、労
働
災

害
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
原
因
と
対
策

に
つ
い
て
、わ
か
り
や
す
く
丁
寧
な
解
説
に
、

参
加
者
全
員
聞
き
入
り
ま
し
た
。
中
で
も
、

課
長
の
同
級
生
を
労
働
災
害
で
亡
く
さ
れ

た
お
話
は
参
加
者
の
心
に
響
く
も
の
が
あ

り
、
一
層
の
労
働
災
害
撲
滅
に
向
け
て
身
が

引
き
締
ま
る
と
同
時
に
取
組
み
の
決
意
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

　

次
に
、特
別
講
話
と
し
て
、医
療
法
人

倉
元
歯
科
医
院
の
仁
部
郁
代
院
長
よ
り

「
歯
と
お
口
の
健
康
」
に
つ
い
て
、講
話
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
、よ
く
噛
む
８
大
効

用
と
し
て
、「
ひ・
・
・
・
・
・
・
　
・

み
こ
の
歯
が
い
ー
ぜ
」
①

肥
満
防
止
、②
味
覚
の
発
達
、③
口
の
周
り

の
筋
肉
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
、④
脳
の
発

達
、⑤
歯
の
病
気
を
防
ぐ
、⑥
が
ん
の
予
防
、

⑦
胃
腸
の
働
き
促
進
、⑧
全
力
投
球（
運
動

能
力
の
発
達
）の
お
話
が
あ
り
、次
に
、歯
周

病
と
歯
み
が
き
の
ポ
イ
ン
ト
、定
期
歯
科
健

診
に
つ
い
て
、動
画
を
交
え
な
が
ら
わ
か
り

や
す
く
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、「
安
全
か
つ
安
心
な
職
場
づ
く

り
に
向
け
て
全
力
を
尽
く
す
」
と
大
会
宣

言
を
読
み
上
げ
、全
員
で
承
認
し
て
大
会
を

終
え
ま
し
た
。（

本
部 

総
務
部
長　

福
山
）
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　「過労死等防止対策推進法」では、11 月を「過労死等防止啓発
月間」と定めています。
　厚生労働省では、その一環として「過重労働解消キャンペーン」
を11 月に実施し、長時間労働の削減等の過重労働解消に向け、
集中的な周知・ 啓発等に取り組むこととしています。

11月は「過労死等防止啓発月間」です11月は「過労死等防止啓発月間」です
～「過重労働解消キャンペーン」 を実施 ～ 

「過重労働解消キャンペーン」概要

使用者団体や労働組合に対し、宮崎労働局長名による協力要請�
宮崎労働局長による長時間労働削減に向けた積極的な取組を行っている
企業（ベストプラクティス企業）との意見交換

�

長時間の過重な労働による過労死などに関して労災請求が行われた事業
場等に対して、重点的に監督指導を実施 

�

過重労働相談受付集中週間及び特別労働相談受付日の設定
※11月1日・ 2日・ 3日・ ６ 日・ 7 日を過重労働相談受付集中期間とし、全国の都道府
　 県労働局・労働基準監督署等の相談窓口において、過重労働に係る相談と労働基準関係法令違反が
　 疑われる事業場情報の積極的な受付

企業における自主的な過重労働防止対策を推進することを目的として、10 月から 1月を中心に、オンライン
又は会場開催により、「過重労働解消のためのセミナー」（委託事業）を実施

※11月 3日（金・祝）を特別労働相談受付日とし、「過重労働解消相談ダイヤル」を設置し、
　 特別労働相談の実施

�

過重労働解消のためのセミナーを開催 �

特別労働相談の実施

過重労働解消
相談ダイヤル

宮崎労働局では、過重労働相談受付集中期間において、下記の窓口にて労働相談等を受付
ア  宮崎労働局・労働基準監督署（開庁時間 平日８：30～17：15）
イ  労働条件相談ほっとライン【委託事業】

労働条件相談
ほっとライン

●電話番号

●実施日時 令和5年11月３日（金・祝） 

相談受付時間

�������������������
��
��
�	���
����	���
�	����

（ 詳細は下記 HP をご連絡ください。）

専用ホームページ
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　職場におけるパワーハラスメント対策、セクシュアルハラスメント対策、
妊娠・出産・育児休業等に関するハラスメント対策は事業主の義務です！
　職場のハラスメントをなくし、誰もが気持ちよく働くことができる職場環
境をつくりましょう。

事業場人事労務担当者を対象とする説明会を開催します。
参加御希望の方は、電子メールによりお申し込みください。

12月は「職場のハラスメント撲滅月間」です

さあっ、進もう！
　ハラスメントのない明るい社会へ

宮崎労働局では、オンライン説明会を開催します

ハラスメント防止対策説明会

主催：宮崎労働局

0985-38-8821　　　0985-38-5028

共催：宮崎県、宮崎県労働委員会、宮崎県社会保険労務士会
【問合せ先】宮崎労働局　雇用環境・均等室　指導係

●定員500人（定員に達した場合は期限前でも締切りますので、御了承願います。）

令和5年12月18日（月）　13：３0～15：３０日　　時

内　　容

開催方法

申込方法
（申し込み締め切り：令和５年12月13日（水））

NOハラスメント

職場におけるハラスメント、就活ハラスメント、カスタマーハラス
メントの防止対策及び助成金の紹介に関する説明会です。

We b開催（zoomウェビナーによるLive配信）　
研修URL、ウェビナーID、パスコード、資料は追って電子メールで
お知らせします。

ooshima-tomohiro.ry6@mhlw.go. jp 宛て事業場名、御担当者職・
氏名、所在地、電話番号を書いて電子メールで申し込みください。

参加費無料



令和5年 労災死亡者累計
令和5年10月11日現在宮崎労働局

署別 宮
崎

延
岡

都
城

日
南 計 前年

同期業種
製造業
建設業
運輸業
林　業
その他
計

3
1

3
7

2

1
3

1

1

1

5 5
1

2
2

3
4
1
5
3

1615前年同期

令和5年10月11日現在宮崎労働局
令和5年 死亡災害発生状況

6 9月
清掃・畜業 墜落、転落 移動式クレーン 60代 1年男

番号 起因物事故の型 性別 年齢 経験期間発生月 業  種

　被災者が昨日から帰宅しないと親族から事業場へ連絡があり、担当者が事業場内を捜索した
ところ、小型移動式クレーンの運転席で頭部から血を流し倒れている被災者を発見した。

7 9月
畜産業 墜落、転落  整地・運搬・

積み込み用機械 40代 3月男
　私道の路肩から約2ｍ下で仰向けに倒れていたトラクター・ショベルの下敷きになっている被災
者を同僚が発見した。被災者は、災害当日、トラクター・ショベルで道路を整地するよう指示を受
けていたが、資格を有していなかった。

令和6年

令和5年 11月6日（月）～
12月4日（月）

2/13（火）

受験申請書の提出先及びお問い合わせ
安全衛生技術試験協会 本部
（TEL.03-5275-1088）

【 　 　 　 】

【 　 　 　 】

福岡県久留米市
九州安全衛生技術センター

試 験 地

受付期間

作業環境測定士試験第 2 種

 11月15日（水）
 事務所休業のお知らせ

宮崎県産業安全衛生大会開催のため、１１月１５日の事務所の業務は
本部・支部ともにお休みさせていただきます。

 事務局よりお知らせ

『化学物質管理者研修』の追加開催決定!

『ゼロ災害運動 KYTトレーナー研修会』（基礎2日間コース）のご案内

主催 中央労働災害防止協会・九州安全衛生サービスセンター
協力 （公社）宮崎労働基準協会

宮崎労働局後援

● 開　催　日 ……… 令和６年２月６日（火）

【日　時】 令和 5年11月28日（火）～29日（水）

【定　員】 
９時～17時（受付開始 8 時 40分）

【会　場】 

【参加費（税込）】 

60名（予定）

会員（注）
一般（非会員）

26,730 円 
29,700 円

（公社）宮崎労働基準協会
矢野産業祇園ビル講習会場

（注）会員とは、宮崎労働基準協会会員事業場または
　　 中央労働災害防止協会賛助会員です。

（定員に達した場合には締め切ります）

● 受付開始日 ……… 令和６年1月９日（火）午前８時３０分～
● 所定の特別教育等申込書（当協会HP掲載）を提出してください。

申し込み方法など詳細については、宮崎労働基準協会のHPをご覧
いただくか、電話（0985-25-1853）でお問い合わせください。
　

（FAX（0985-28-9080）送信可）

KYT申込受付け中 

一
人
ひ
と
り

カ
ケ
ガ
エ
ノ
ナ
イ
ひ
と
ヨ
シ
！

何
が
な
ん
で
も
ゼ
ロ
災
害
ヨ
シ
！

ゼ
ロ
災
で
い
こ
う
ヨ
シ
！

　労働保険とは、労災保険と雇用保険を総称した言葉です。
　労災保険は、労働者が業務上または通勤途中で負傷したり、病
気に見舞われたり、あるいは不幸にも死亡された場合に、被災労
働者や遺族を保護するため必要な保険給付等を行うものです。
　雇用保険は、労働者が失業した場合、失業給付を支給して生活
の安定を図るとともに、再就職を促進するため必要な給付等を行う
ものです。
　労働保険は政府が管理、運営している強制的な保険であり、労
働者を１人でも雇っていれば、原則として適用事業となり、事業主
は労働保険に加入しなければなりません。パートタイム労働者に
ついても、一定の要件を満たせば雇用保険の被保険者となります。
　厚生労働省では、11月を「労働保険未手続事業一掃強化期間」
とし、保険関係成立手続を促す広報活動や加入手続指導に集中的
に取り組んでいます。
　加入手続は、最寄りの労働基準監督署、またはハローワーク（公
共職業安定所）へご相談ください。
　加入手続等の事務処理が煩わしいとお考えの事業主の方は、
厚生労働大臣の認可を受けた中小事業主等の団体である労働
保険事務組合や社会保険労務士に事務処理を委託できる制度も
ありますので、ご利用ください。

事業主のみなさまへ
労働保険の成立手続はおすみですか

  宮崎労働局  労働保険徴収室 
TEL. 0985-38-8822
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講習会の申込み・問合せ先等（営業日：平日8：30～17：00）

宮崎労働基準協会本部･宮崎･日南支部

延岡支部

■

■

■

宮崎市祇園3丁目1番地 
矢野産業祇園ビル

〒880-0024

TEL.0985-25-1853  FAX.0985-28-9080

TEL.0982-34-5538  FAX.0982-21-0117

都城支部 TEL.0986-24-5603  FAX.0986-24-5618

講習のご案内講習のご案内
月分

宮崎基準協会

「受講申込書」はホームページから
印刷(ExcelまたはPDF形式)できます

（注）都合により、急きょ開催を中止又は延期する場合がありますので、ご了承ください。　
講習のお申込み・お問合せは、本部・宮崎支部 までお願いします（平日8：30～17：00）。
但し、※印の講習（主に高校生対象）を受講希望の方については、担当支部にお問合わせの上、お申し込みください。
・「技能講習」受講申込書には証明写真、本人確認書類の添付が、また「特別教育等」受講申込書には本人確認書類の添付が必要です。
・テキストの送付を希望される場合は、送料を負担していただきます。
・受講料、テキスト代は消費税込みの金額です。　事務局へ申込書の受付を確認後、開催日の
 3営業日前までにご入金ください。
（現金での支払い…本部・宮崎支部窓口、現金書留…担当支部宛、振込み…担当支部口座）　　　　　　　　

11 12

【受講申込みについて】
・申込みの受付けは、開催日の 1 か月前から開始します。( 土日・祝日に当たる場合は翌営業日 8：30 ～となります。)
・申込み受付開始後、①受講申込書提出⇒②事務局に申込書の受付を確認⇒③ご入金 をもって 『受付完了』 とします。
  つきましては、申込書の受付を確認後、原則として開催日の３営業日前までにご入金をお願いいたします。
   期日までにご入金が確認できない場合は、受講申込みの取消しをさせていただく場合がありますのでご了承ください。
・『受付完了』 後のキャンセルにつきましては、開催日の３営業日前までにご連絡があった場合に限りご返金いたします。
　銀行振り込みでの返金を希望される場合は、振込手数料を差し引かせていただきます。
　再度、受講を希望される場合は改めてお申込みをお願いいたします。
・定員に達していない場合は開催日の前日でもお申込みは可能ですが、お早目の手続きをお願いいたします。
・定員に達している場合は、キャンセル待ちをご案内します。
・『受付完了』後に受講者の変更を希望する場合は、前日でもご対応は可能です。

講   習   名 受 講 料
（消費税込）

テキスト代
（消費税込）

担当支部 開　催　日 会　場

特
別
教
育

技
能
講
習

そ
の
他

ガス溶接 15,950
（改定）

330
880

都城

※

※

（土）～ /26（日）

（学科） 

（実技）

★お問合わせは宮崎支部へ

都城工業高等学校

玉掛け
（吊上げ荷重１トン以上のレーンの玉掛作業）

27,280
（免除 25,190）

550
1,650

宮崎

宮崎

矢野運輸㈱

小型移動式クレーン
（つり上げ荷重１トン以上５トン未満の

小型移動式クレーンの運転業務）

34,540
（免除 32,120）

605
1,705

延岡

都城

延岡

日向地区中小企業支援機構

日向地区中小企業支援機構

特定化学物質及び
四アルキル鉛等

宮崎

★法改正によりアーク溶接作業では、屋内・屋外を問わず当講習を修了した者の中から「特定化学物質作業主任者」の選任が必要になりました。

酸素欠乏・硫化水素危険 20,900
（改定）

1,210
2,310 宮崎

有機溶剤 15,950
（改定）

880
1,980

石綿 15,950
（改定）

15,950
（改定）

 880
1,980

宮崎

都城

アーク溶接等業務

電気取扱業務（低圧）

安全衛生推進者養成講習

21,890
24,970
（改定）

1,210 宮崎

宮崎

クレーン運転業務
15,950
19,030
（改定）

1,705 延岡

延岡

延岡市職業訓練支援センター

延岡市職業訓練支援センター

（実技）
（学科） 

矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

（実技）
（学科） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

ポリテクセンター宮崎

（学科） 

（実技）
（学科） 

𠮷原建設（株）仮設資材部（都城市）
都城地区建設業協会

都城地区建設業協会

（実技）
（学科） 

（実技）
（学科） 

矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

（実技）矢野運輸㈱
（学科） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

（実技）

（実技）

（学科） 
宮崎工業高等学校
矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

都城地区建設業協会

矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

延岡市職業訓練支援センター

（実技）
（学科） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

1,980
3,080
（改定）

ボイラー取扱

ゼロ災運動KYT（危険予知活動）

770

職長等の教育

トレーナー研修会

（注）建設業の方については、職長・安全衛生
　責任者教育を建設業労働災害防止協会
（℡0985-20-8610）が実施しています。

15,950
19,030
（改定）

26,730
29,700
（改定）

880 宮崎

宮崎

会員
一般

会員
一般

15,950
19,030
（改定）

会員
一般

会員

会員

一般

一般

15,950
（免除 11,110）

（改定）

会員
一般

会員
一般

会員
一般

15,950
（改定）

880
1,980

会員
一般

会員
一般

会員
一般

会員
一般

 330
1,430

会員
一般

会員
一般

11 11/25

（木）～ /16（土）宮崎 12 12/14

（木）～ /16（土）12 12/14

（土）～ / 5 （日）

（日）

11 11/ ４

（木）～ /11（土）11 11/ ９

矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）（水）～ / 2 （木）11 11/ １

（木）～ /10（金）11 11/ ９

（土）11 /18（木）/16 ～11

宮崎 （水）11 /22（火）/21 ～11

延岡 ポリテクセンター延岡

（金）11 /17（木）/16 ～11

（土）12 / 2（木）/30 ～11

（水）11（火）/28 /29～11

（水）12/20（火）/19 ～12

（水）12/13（月）/11 ～12

（木）12/21（水）/20 ～12

（水）12/20（火）/19 ～12

矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）（水）12/ 6（火）/ 5 ～12

（金）12/ 8（木）/ 7 ～12

（水）11 /29（火）/28 ～11

テキスト代込 宮崎

申込書に確認書類の貼付が必要です。

作
業
主
任
者

★お問合わせは延岡支部へ

★都合により12/７～８から日程変更

※ （土）～ / 3 （日）12 12/ 2

定員に達しました定員に達しました

定員に達しました定員に達しました

定員に達しました定員に達しました

定員に達しました定員に達しました

定員に達しました定員に達しました

定員に達しました定員に達しました


